
しんかんせん

新形電車内発達(国鉄)
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A.T.C, C.T.C，連動装置等の機務の機能の状態を監視するも

ので，機苦告に故障が生じると赤色表示燈を点燈して表示される。

監視量産は中央(東京)の信号司令のところに設置され，各現場

機器室との聞は C.T.C 回線により接続されて情報が伝送され

てくる。監視量産には表示燈のほかに保守用電話操作継が併設さ

れ，各信号機器室間と直接連絡ができるようになっている。

信号監視線に表示される内容には次のものがある。

1 軌道回路送信機 (A. T. C.) ，列車集中制御機器 (C. T.C.)

の不良，不能

2 期 信号用符号送受信機，その他機器の不良

3 機官官室電源機~の不良(電源断をも含む)

4 空気調和機の不良

5 電気転てつ恭の不良

したがって信号司令は，この敵視盤によって全線の機能の状

態が一日で欧視はあくすることができる。また各信号機器室内

には，その機骨骨宗内だけの機骨告を政視できるよう小さな信号監

視盤があわせて設備されている。

信号司令は中央の運転司令室に配置されている。

(長嶋隆)

(畠山平一) しんごうききしつ 信号俊器室 列車の運転に必要な信

しんかんせんのゅうこうちょう 新幹線の有効畏 有 号保安機器tを集中して収容する建物。新幹線では*軌道回路送

効長とは停車場内で列車を停止させる線路，もしくは車両を留 受信機などの信号保安機禄を現在線のよ うに線路の横に個々に

置する線路の両端にある車両接触限界相互間，または * 停止限 分散して設置せず，約 20km の範問ごとにm中して機器を収容

界標識と車両接触限界，もしくは場内進路の始端との聞で，こ する$信号機器室が設けられている 。 集中された機器は，空気

う配 3/ 1 ， 000 以下の線路の長さを称している。 調和装置を設備してその設備環境を整え，機能を安定化させ，

新幹線はすべて電車列車であると L ヴ考えから，機関車のよ 主要部分の 2 蛍化 ， 3 重化を行なっているので，機器の信頼性

うにけん引定数の問題はないので，列車長に停止のための余裕 が向上し保守が容易である。また各積故障の表示をとって集中

だけ見込めばよいことになる。~視し，主要機器は予備機を備え，故障時は自動切換えを行な

列車長については新幹線の貨物はコ γテナ輸送としヴ想定で， うようにな っ てレるので，原則として保守=者の1t駐しない無人

現在使用している 5t 積みコンテナを， .Il/i積みに 5 個積める車両 機器室となっている。

の長さを基準とすることにして，これを 1 5m とした。そして 15

m 車を 30 両連結して 1 個列車とした。 この列車長 450m に停

止のための余裕 50mを加えた 500mが新幹線の有効長である。

なお，旅客列車の有効長は，率附長 25m を 16 両連絡した列

車長 400 m に停止余裕 50m を加えた 450m であるが，停車場

の有効長は貨物列車を対象と して ， 500m とることを原則とし

てし、る 。

将来車両の長さが変わる場合，または機関車を使用する場合

には，連結日'1 数で加減して列車長は変えないことにしている。

(志村忠治)

しんごうかんしばん 信号監視盤 この監視絡は新幹線

の東京・新大阪聞の各本信号機\liI室 (29 筒所)に設備されている

信号 監視盤
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